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概要・ 実施体制 生命科学研究における遺伝資源モデル生物としてのショウジョウバエの需要は今後もますます高まり、維

持系統数が確実に増大する。ショウジョウバエの系統維持は継代飼育法に依存していることから、将来の系

統数の増大に対応する低コストでの長期安定維持技術の開発が強く求められている。初期胚の凍結保存が不

可能であることから顕微授精技術の開発を行い、ショウジョウバエ遺伝資源の維持技術として応用すること

を目的とする。 

 

このため、国立大学法人京都工芸繊維大学では、受精能を有する未受精卵の採卵技術の確立、精子頭部の摘

出と未受精卵への顕微授精技術の開発、さらに精子の凍結等長期保存技術の検討を行う。 
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